
O
njuku tow

n public m
agazine

P２～４ 絆　さらに深く
 ～国際交流事業の紹介～
P５ 御宿町乗合運行「エビアミー号」
P６、７ まちの出来事
P８ 社会を明るくする運動、
 ピックアップ防災
P９ 知っておこう　国民健康保険写真：日本メキシコ交流プログラム　つるし雛づくり体験

No.626

8月
2014．平成26年



Onjuku 2014.8

　

日
本
メ
キ
シ
コ
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
実

行
委
員
会
が
主
催
す
る
「
日
本
メ
キ
シ

コ
学
生
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
７
月
12

日
か
ら
８
月
９
日
ま
で
の
29
日
間
実
施

さ
れ
、
メ
キ
シ
コ
全
土
か
ら
選
抜
さ
れ

た
10
名
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
日
本
語
が
話
せ
る
だ

け
で
な
く
、
日
本
の
文
化
や
日
常
生
活

を
肌
で
感
じ
、
価
値
観
を
理
解
し
、
将

来
日
本
、
メ
キ
シ
コ
両
国
の
間
で
活
躍

で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。
参
加
し
た
学
生
た
ち
は

日
本
語
研
修
を
受
け
る
と
と
も
に
、
小

中
学
校
や
近
隣
の
大
学
と
の
交
流
、
地

域
住
民
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
、
日
本

人
の
心
を
感
じ
取
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
日
本
メ
キ
シ
コ
友
好
信

託
基
金
を
活
用
し
、
メ
キ
シ
コ
合
衆
国
、

在
日
メ
キ
シ
コ
大
使
館
、
御
宿
ア
ミ
ー

ゴ
会
、
神
田
外
語
大
学
、
千
葉
工
業
大

学
、
中
央
国
際
高
等
学
校
等
、
多
く
の

団
体
の
協
力
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
メ
キ
シ
コ
と
日
本

　
　
架
け
橋
と
な
る
人
材
を▲中央国際高等学校での

　日本語クラス

　明治の時代において日本と初めて平等条約を締結した国がメキシコであり、このとき結ばれた条
約が日本と西欧諸国との対等な外交の礎となりました。歴史的な友好・協力関係に基づく独自の絆
を持つ日本とメキシコは経済、文化等、様々な分野での連携を更に強化していこうとしています。
　そんな国際情勢のなか、日本とメキシコの両国を繋ぐ人材を育成するため、「日本メキシコ学生交
流プログラム」が行われました。同プログラム実行委員会会長であり、多くの国際交流事業に尽力
されている土屋武彌会長は「御宿町において初めての大型留学事業であるこのプログラムは、日本
とメキシコの未来に向けた友好事業の１つであり、参加した学生は皆、将来両国間の架け橋となり
たいという夢を持っています。官民問わず多くの協力、支援の中行われたこのプログラムは両国の
友好を深めるにあたり、実り多い成果を挙げることができました。」と話してくれました。
　両国が深い絆で結ばれる発端となった御宿町では、町に残る人情味あふれる素晴らしい歴史、文
化等を国内だけでなく世界へ発信し、また、これまでに培った絆を更に深くするために、関係団体
と協力しながら交流事業を行っています。
　今月号は「日本メキシコ交流プログラム」や小中学校で行われた国際交流事業について紹介します。
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★
体
験
　

　
　
日
本
の
文
化
　
御
宿
の
文
化

　

彼
ら
は
お
よ
そ
１
ヶ
月
の
滞
在
期
間

の
多
く
を
御
宿
で
過
ご
し
、
茶
道
や
書

道
等
の
日
本
文
化
、
郷
土
料
理
や
つ
る

し
雛
等
の
御
宿
の
文
化
・
風
習
を
町
民

の
皆
さ
ん
と
の
交
流
の
中
で
体
験
し
ま

し
た
。

　

御
宿
中
学
校
で
は
生
徒
の
授
業
に
参

加
し
、
英
語
の
ゲ
ー
ム
や
化
学
の
実
験

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
伝
統
工
芸
の

１
つ
で
あ
る
「
房
州
う
ち
わ
」
の
制
作

に
挑
戦
し
、
生
徒
と
の
交
流
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

茶
道
体
験
で
は
「
抹
茶
は
初
め
て
だ

っ
た
け
れ
ど
、
美
味
し
か
っ
た
。
部
屋

の
入
り
方
と
か
茶
碗
の
持
ち
方
と
か
、

方
法
が
と
て
も
細
か
く
決
め
ら
れ
て
い

る
の
は
、
動
き
を
綺
麗
に
見
せ
る
た
め

だ
と
教
え
て
も
ら
っ
て
、
奥
が
深
い
な

ぁ
と
思
っ
た
。
た
だ
、
正
座
は
本
当
に

辛
か
っ
た
。」
と
痺
れ
た
足
を
さ
す
り

な
が
ら
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

★
強
力
な
サ
ポ
ー
タ
ー
の
力

　

今
回
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
関

係
団
体
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
町
民
の

方
の
協
力
や
支
援
が
あ
り
ま
し
た
。

　

交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
支
援
す
る
た
め
、

国
際
的
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト　

黒
沼
ユ
リ

子
さ
ん
や
、
メ
キ
シ
コ
出
身
の
ピ
ア
ニ

ス
ト　

ラ
フ
ァ
エ
ル
・
ゲ
ー
ラ
さ
ん
の

協
力
に
よ
り
、
６
月
14
日
、
御
宿
町
公

民
館
に
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
方
の
賛

同
に
よ
り
集
め
ら
れ
た
寄
付
金
が
今
回

▲黒沼ユリ子さんによる
　チャリティーコンサート

▲さんが焼きやするもん汁
　郷土料理づくり体験

行
わ
れ
た
事
業
に
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
生
の
滞
在
先
と
な
っ
た
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
公
募
に
よ
り
選
ば

れ
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し

て
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
方

は
「
公
民
館
の
ス
ペ
イ
ン
語
講
座
に
参

加
し
て
い
て
、
そ
の
繋
が
り
で
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
し
て
み
な
い
か
と
誘
わ

れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
応
募
し
ま
し
た
。

学
生
の
皆
さ
ん
は
と
て
も
勉
強
熱
心
。

日
本
語
も
上
手
だ
し
、
会
話
に
は
困
り

ま
せ
ん
。
こ
ち
ら
が
日
本
の
こ
と
を
教

え
て
、
学
生
さ
ん
に
メ
キ
シ
コ
の
こ
と

を
教
え
て
も
ら
う
。
互
い
に
先
生
で
あ

り
、
生
徒
の
よ
う
な
関
係
で
す
。
１
つ

だ
け
残
念
だ
と
思
っ
た
の
は
皆
さ
ん
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
忙
し
い
こ
と
。『
家

族
』
と
し
て
の
時
間
が
も
っ
と
あ
っ
た

ら
よ
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
と
て
も
充
実

し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
な
っ
て
本

当
に
良
か
っ
た
。」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
★
世
界
へ
話
し
た
い
　
御
宿
の
魅
力

　

御
宿
で
の
最
後
の
日
本
語
ク
ラ
ス
の

中
で
、
学
生
が
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
御

宿
で
の
体
験
の
感
想
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
「
外
国
の
人
か
ら
見
て
日
本
と
い
う

と
、
東
京
や
京
都
の
よ
う
な
大
き
な
都

市
が
挙
が
る
と
思
う
。
そ
れ
と
同
じ
く

ら
い
御
宿
の
文
化
や
自
然
も
本
当
に
素

晴
ら
し
い
。
私
は
今
回
の
体
験
を
た
く

さ
ん
の
人
に
話
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

も
っ
と
御
宿
を
知
っ
て
ほ
し
い
し
、
ぜ

ひ
御
宿
に
行
っ
て
ほ
し
い
。」「
人
と
人

と
の
距
離
の
近
さ
が
御
宿
の
魅
力
。
あ

た
た
か
さ
が
あ
る
町
。
自
分
の
家
の
よ

う
。」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
多
く
の
人
、
文
化
が
行
き

来
し
、
互
い
の
理
解
を
更
に
深
め
る
た

め
、
今
後
も
各
種
団
体
と
協
力
し
、
交

流
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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７
月
２
日
、
静
岡
県
に
あ
る
久
能

山
東
照
宮
、
静
岡
商
工
会
議
所
か
ら

「
家
康
公
の
洋
時
計
」
の
復
刻
品
が

御
宿
町
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
家
康
公
の
洋
時
計
」
は
、
１
６

０
９
年
に
岩
和
田
沖
で
座
礁
し
た
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
号
の
乗
組
員
を
助

け
た
お
礼
と
し
て
、
当
時
の
ス
ペ
イ

ン
国
王
フ
ェ
リ
ペ
３
世
か
ら
徳
川
家

康
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
の

時
計
は
国
内
で
現
存
す
る
最
古
の
洋

時
計
と
し
て
知
ら
れ
、
久
能
山
東
照

宮
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
復
刻
品
は
、
家
康
公
顕
彰

４
０
０
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て

作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
時
計
が
家
康
公

の
も
と
へ
届
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
御

宿
町
へ
そ
の
１
つ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
、
役
場
正
面
玄
関
ホ
ー
ル
に
展
示

し
て
い
ま
す
。

  
４
０
０
年
前
の
史
実
を
き
っ
か
け
に

 
「
家
康
公
の
洋
時
計
」
寄
贈

　

町
で
は
、
御
宿
の
特
色
を
生
か
し
、

国
際
色
の
あ
ふ
れ
る
授
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
は
御
宿
と
縁
の
深
い
ス
ペ
イ

ン
や
メ
キ
シ
コ
で
使
わ
れ
て
い
る
言
葉

を
子
ど
も
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

メ
キ
シ
コ
大
使
館
一
等
書
記
官
ア
レ
ハ

ン
ド
ロ
・
バ
サ
ー
ニ
ェ
ス
さ
ん
に
よ
る

ス
ペ
イ
ン
語
教
室
が
御
宿
小
学
校
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ス
ペ
イ
ン
語
を
学
ぼ
う
と
、
子
ど
も

た
ち
は
積
極
的
に
手
を
挙
げ
、
授
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

▲ 時計贈呈式の様子

　
子
ど
も
た
ち
に
国
際
力
を

▲ スペイン語教室

▲ライフセービング教室

　

ま
た
、
町
に
お
け
る
水
辺
の
安
全
体

制
を
強
化
し
、
多
く
の
方
に
ラ
イ
フ
セ

ー
ビ
ン
グ
の
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
も

ら
う
た
め
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
活
躍

す
る
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
３
名
を
招
き
ま

し
た
。

　

今
年
度
よ
り
町
内
の
小
中
学
校
で
実

施
し
て
い
る
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
教
室

に
来
日
し
た
３
名
が
参
加
し
、
子
ど
も

た
ち
は
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ラ
イ
フ

セ
ー
バ
ー
た
ち
と
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
は
海
岸
パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加

し
、
レ
ス
キ
ュ
ー
ボ
ー
ド
の
使
い
方
等

を
体
験
し
ま
し
た
。
布
施
小
学
校
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
着
衣
の
ま
ま
プ
ー
ル
に

入
り
、
動
き
に
く
さ
、
浮
き
に
く
さ
を

体
験
し
ま
し
た
。

▲ 寄贈された「家康公の洋時計」
　復刻品
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御宿町乗合運行『エビアミー号』を
　　　　　　　 10月 1日から開始します
★御宿町乗合運行とは
・電話予約等をした方が１０人乗りの車両に乗り合って移動するものです。
・運行範囲は、町内全域とします。（町外への移動は、他の交通機関をご利用ください）
・自宅（自宅付近）より乗車し、次の８か所で降りることができます。
　　①御宿駅　 ②公民館　 ③役場　④第２分団新町消防庫前　 ⑤朝市通り
　　⑥B&G・地域福祉センター 　 ⑦御宿児童館　 ⑧御宿郵便局
　　　※帰りは８か所のいずれからも乗車でき、自宅（自宅付近）で降車となります。
　　　※御宿駅から役場のように、８か所の間の移動も可能です。
・事前に登録が必要です。
・料金は以下のとおりです。

料　金
（１）大人（中学生以上） ３００円 １乗車につき
（２）小学生 １００円 １乗車につき
（３）小学生未満
（保護者の同伴が必要です。保護者の料金は３００円）
（４）身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手
　　 帳の交付を受けている方
（５）（４）の介助者

料　金 備　考

無　　料

２００円 １乗車につき
２００円 １乗車につき

・毎日運行します。（年末年始１２月２９日～１月３日はお休みです）
・予約があった場合に運行します。バスのように決まった時間で巡回はしません。
・運行時間は、午前８時台から午後５時台までで８便運行します。
・予約は、利用日当日の１時間前までに行ってください。ただし、午前８時便の予約は利用日前日の
　午後５時までに予約してください。

エリア区分

町内全域

運行ダイヤ

午   前 ８時便 ９時便  １０時便 １１時便 １２時便

午   後 １時便 ４時便 ５時便 

【問い合わせ】御宿町企画財政課　☎0470-68-2512
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第39回 海と山の子交流会
「すっげえ！海だ！」
　今年の海の交流は、砂浜に降りた野沢温泉村中学校生徒の歓声によりスタートしました。
　これまでに両町村が繋げてきた歴史を更に深めるため、御宿中学校１年生はプログラムやレクリ
エーションをひとつひとつ準備してきました。
　地元漁師の皆さんの協力のもと行われる網代湾荒波体験では、全速で進む船のスピードと冷たい
波しぶきを体験。また、砂浜でのバーベキューではイカや伊勢えび等、網代湾の味覚を堪能しました。
　子どもたちは様々な体験・交流を通じて御宿の夏を満喫し、３日間のスケジュールが全て終わる
ころには日に焼けた笑顔を見せてくれました。
　昭和５１年から続けられてきた「海と山の子交流会」。次の冬の交流は記念となる４０回目です。
子どもたちは早くも冬が待ち遠しい様子でした。
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町中に花の彩りを
　月見草を咲かせる会、御宿・皇帝ひまわりと
交流の会、おんじゅく花の会、「小さな親切」
運動御宿支部のメンバーの皆さんが、駅前「ロ
ペス通り」の花壇に花の植栽を行いました。今
回植栽された花の苗は、町内の方からの寄贈に
よるものです。
　また、４月に同会等が協力して月の沙漠記念
像周辺に植栽した月見草（オオマツヨイグサ）
が可憐な花を咲かせています。

保育所　水遊び
 御宿保育所・岩和田保育所の庭で、夏恒例の水
遊びが行われています。水着に着替えた子どもた
ちは、園庭に設置されたプールでバシャバシャ大
はしゃぎ。おもちゃやじょうろを使って、水遊び
を楽しみました。とても涼しそうです。

子供会対抗　キックベース

つどい大会
　町青少年相談員連絡協議会が主催する
つどい大会（キックベース）が町野球場
で開催されました。
　小学生の男女混合で行われるこの大会
には、６チームが参加し、熱戦が繰り広
げられました。優勝は「浜とび魚子供会
（浜子供会）」となりました。また、試
合に出られない低学年を対象にキックベ
ース教室を開催し、より多くの子どもた
ちが楽しめる大会となりました。
　優勝した浜とび魚子供会をはじめとす
る上位３チームが第49回青少年のつどい
夷隅地区大会に出場しました。
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●
大
雨
・
強
風
等
へ
の
対
策
を　
　
　

　

例
年
、台
風
シ
ー
ズ
ン
に
お
い
て
は
、
各
地
で
局
地
的
大
雨

や
集
中
豪
雨
が
観
測
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、積
乱
雲
の
下
で

竜
巻
・
雷
・
強
い
雨
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
に

よ
り
、
河
川
の
急
な
増
水
・
氾
濫
、が
け
崩
れ
、
土
石
流
、
地

滑
り
、
高
潮
等
の
発
生
と
、
そ
れ
に
伴
う
人
的
被
害
、
住
家

被
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

気
象
庁
が
発
表
す
る
警
報
や
注
意
報
、
気
象
情
報
な
ど

の
防
災
気
象
情
報
に
つ
い
て
は
普
段
か
ら
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

等
に
よ
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
平
常
時
か
ら
災
害
時
の
対

応
を
確
認
し
、
災
害
に
関
す
る
情
報
の
収
集
等
の
対
策
を

す
る
こ
と
で
、「
大
雨
へ
の
備
え
」「
土
砂
災
害
へ
の
備
え
」

「
強
風
へ
の
備
え
」
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
衛
星
電
話
を
導
入
し
ま
し
た

　

大
規
模
災
害
時
に
は
、
固
定
一
般
回
線
や
携
帯
電
話
が
不

通
、
発
信
規
制
や
輻

輳
と
い
っ
た
事
態
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
、
町
で
は
災

害
発
生
時
の
通
信

手
段
を
確
保
す
る

た
め
に
、
衛
星
電
話

を
導
入
し
ま
し
た
。

  

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
防
災

Vol,24

　７月４日（金）に御宿町公民館で「社会を明る
くする運動」夷隅地区大会が開催されました。
　この運動は、犯罪や非行防止に対しての理解
を深め、明るい社会を築くことを目的に行われて
いる運動で、大会当日は夷隅郡市内の保護司を
はじめ、関係者約 300 名が参加しました。
　また、７月８日（火）には御宿地区キャンペーン
をＪＲ御宿駅前と御宿中学校正門にて実施しま
した。当日は保護司会を中心に、民生委員児童
委員・主任児童委員・いすみ警察署・教育関係者・
その他各種団体と協力しながら、通勤者や通学
中の生徒にボールペン等を配布し、青少年の健
全育成と非行防止を呼びかけました。

社会を明るくする運動

▲ 「社会を明るくする運動」夷隅地区大会

▲ 中学校で行われたキャンペーン

▲ 導入した衛星電話



9

Onjuku 2014.8

【国民健康保険に加入する人】

【自己負担割合】

知っておこう　国民健康保険
　国民健康保険とは、病気やケガをしたときに安心して医療にかかることができるように、みんな
で助けあう制度です。この医療費の主な財源は、加入者の皆さんが納めている国民健康保険税が使
われています。国民健康保険税の納め忘れに注意し、国民健康保険の健全な運営にご協力をお願い
します。

●お店などを経営している自営業の人
●漁業、農業などにたずさわっている人
●退職して職場の健康保険などをやめた人とその扶養家族
●パート、アルバイトなどをしていて、職場の健康保険などに加入していない人
●御宿町に住民登録している外国人の方で、在留期間が3カ月を超える人
（在留期間が3か月以下であっても、厚生労働大臣が定める在留資格に応じた資料により、在留期間の始期
　から起算して3か月を超えて本邦に滞在すると認められる外国人は加入対象となります）

　病気やケガをしたときは、医療機関や保険薬局で保険証を提示すれば下表の一部負担金
で医療を受けられます。

※1 負担軽減策として平成26年3月31日までは、2割から1割に据え置かれていましたが、平成26年4月2日以降
　　に70歳の誕生日を迎える人は、2割負担となります。
※2 現役並み所得者とは、同一世帯に住民税課税所得が145万円以上の70歳以上75歳未満の国保被保険者がい
　　る方のことをいいます。ただし、70歳以上75歳未満の国保被保険者の収入の合計が、複数で520万円未満、
　　単身で383万円未満の場合は、申請により2割（昭和19年4月1日以前に生まれた方は1割）負担となります。

区分

自己
負担 ２　割

２　割
３　割 昭和19年4月1日以前に生まれた方

は1割 ※1
現役並み所得者は3割 ※2

義務教育就学前の方 義務教育就学以上
70歳未満の方

70歳以上
75歳未満の方

『ジェネリック医薬品』を活用しましょう
　現在、御宿町国民健康保険に加入されている方には、「ジェネリック医薬品希望カード」を配布し
ています。ジェネリック医薬品を希望される場合は、このカードをご利用ください。
　ジェネリック医薬品は「後発医薬品」とも呼ばれ、新薬（先発医薬品）の独占販売期間が終了
した後に販売が許可される医療用医薬品のことをいいます。
　新薬と同じ主成分のもとで開発・製造されていて、新薬
と同様の安全基準を満たしており、厚生労働省の承認基準
をクリアした信頼できる薬で、価格は新薬と比べ大幅に安
いのが特徴です。なお、一般の薬局で購入できる市販品で
はなく、処方箋が必用な薬です。
　ジェネリック医薬品を利用するには、まず医師に相談し
て、その選択や使用法について薬剤師と相談しましょう。
すべての医薬品にジェネリック医薬品が存在するわけでは
なく、治療内容によってはジェネリック医薬品が適さない
場合もあります。
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千
葉
県
は
、
温
暖
な
気
候
で
、

お
い
し
い
お
米
が
で
き
る
、
全

国
有
数
の
「
米
ど
こ
ろ
」
で
す

（
収
穫
量
全
国
第
９
位
、
約
６

万
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
。

　

千
葉
県
産
の
お
い
し
い
お
米
、

「
ふ
さ
お
と
め
」
や
「
ふ
さ
こ
が

ね
」
、「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
な
ど
を

食
べ
て
、「
ふ
る
さ
と
千
葉
の
お

米
、
産
地
」
を
知
っ
て
も
ら
い
、

フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
う
た
め
、

「
ち
ば
の
新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
ま
す
。

▼
内  

容

　

量
販
店
や
米
穀
小
売
店
で
販

売
す
る
対
象
商
品（
千
葉
県
産

新
米
５
㎏
、
10
㎏
に
応
募
シ
ー

ル
が
貼
っ
て
あ
る
も
の
）
を
購

入
し
、
応
募
シ
ー
ル
を
郵
便
は

が
き
に
貼
っ
て
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
へ
応
募
す
る
こ
と
で
、
抽
選

で
千
葉
県
産
の
ハ
ム
・
ソ
ー
セ

ー
ジ（
１
０
０
名
様
）
や
落
花

生
の
詰
め
合
わ
せ（
１
８
０
名

様
）
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
期
間

　

９
月
～
10
月

　

10
月
31
日（
金
）
消
印
有
効

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
お
い

し
さ
の
秘
密
や
、
産
地
、
品

種
な
ど「
ち
ば
の
お
米
」
が
分

か
る「
ふ
る
さ
と
千
葉
の
お
米

ク
イ
ズ
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

是
非
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ

い（
抽
選
で
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
）。

▼
問
い
合
わ
せ

　

ち
ば
の
新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

実
行
委
員
会

　
（
県
生
産
振
興
課
内
）

☎
０
４
３
―

２
２
３
―

２
８
８
７

ＨＰ

●
人
　
口

　
７
，
８
８
７ （
＋
11
）

　

男
３
，７
４
９　
女 

４
，１
３
８

　

世
帯
数
３
，６
６
５

　
（
平
成
26
年
7
月
31
日
現
在
）

●
慶
　
弔

　

出
生
1　
　

死
亡
16

　
（
平
成
26
年
7
月
届
出
）

●
御
宿
分
署
の
出
動
状
況

　

火
災
発
生
件
数　

０

　

救
急
件
数　

48

　
（
平
成
26
年
7
月
中
）

●
交
通
事
故
発
生
件
数

　

発
生
件
数　

11

　

死
者
数　

0

　

負
傷
者
数　

11

　
（
平
成
26
年
1
月
1
日
～

　

平
成
26
年
7
月
31
日
）

●
ダ
ム
の
貯
水
状
況

　

貯
水
量　

４
５
３
，０
０
０
㎥

　

貯
水
率　

７
８
．
２
％

　
（
平
成
26
年
8
月
4
日
現
在
）

●
町
浄
水
場
の
水
質
検
査

　

放
射
性
物
質
の
検
査
は
３
カ

　

月
に
１
回
と
な
り
ま
し
た
。

●
町
民
バ
ス
利
用
状
況

　

乗
車
人
数　

１
２
０

　
（
平
成
26
年
7
月
中
）

ま
ち
の
う
ご
き

「
ち
ば
の
新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
ま
す

ブ
ル
ー
ダ
ッ
ク
子
ど
も
体
験

教
室
「
お
も
し
ろ
遊
び
体
験
」

http://w
w
w
.

echiba-sports.org
/kam

o/k-top.htm
l

http://chibakom
e.com

　

普
段
体
験
で
き
な
い
竹
馬
作

り
や
ベ
ー
ゴ
マ
な
ど
で
楽
し
く

遊
べ
ま
す
。
親
や
祖
父
母
世
代

の
遊
び
を
通
じ
て
、
昔
の
遊
び

の
知
恵
や
楽
し
み
方
へ
の
興
味

関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

▼
日
時

　

10
月
25
日（
土
）

13
時
～
15
時
30
分

（
12
時
受
付
開
始
）

▼
定
員

　

30
人（
申
込
先
着
順
）

▼
申
込
方
法

　

９
月
25
日（
木
）
９
時
か
ら

電
話
に
て
受
け
付
け
ま
す
。
電

話
で
申
し
込
み
終
了
後
、
参
加

申
込
書
を
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
お
送
り
下
さ
い
。

▼
締
め
切
り

　

10
月
18
日（
土
）
※
必
着

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
・
会
場

〒
２
９
９
―

２
８
６
２

　

鴨
川
市
太
海
１
２
２
―

１　

　

県
立
鴨
川
青
年
の
家

☎
０
４
―

７
０
９
３
―

１
６
６
６

ＦＡＸＨＰ
０
４
―

７
０
９
３
―

５
４
９
０
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夕ゆ
う
だ
ち立

や
鞄
か
ば
ん

で
頭
あ
た
ま

を
庇か
ば

ひ
け
り
　	

　
　
　
菊
池
　
武
夫

新し
ん
ち
ゃ茶

の
香か

恋こ
い

し
や
祖そ

ぼ母
の
笹さ
さ

だ
ん
ご
　	

金
子
　
澄
子

銀ぎ
ん
が河
へ
と
橋は
し

を
か
け
た
き
夜よ
る

の
浜は
ま

　	

　
小
野
　
　
子

見み

そ初
め
て
の
心こ
こ
ろ
ゆ揺

れ
を
り
吊
つ
り
し
の
ぶ忍	

　
　
　
岡
本
　
俊
康

夕ゆ
う

立だ
ち

の
あ
と
朗ろ
う

々ろ
う

の
サ
キ
ソ
ホ
ン
　
　
　
鶴
岡
と
く
路

俳句愛好会【おんじゅく俳壇】
今月の兼題 【盛夏・夕立】

タウンカレンダー　9月
1　月

2　火
3　水
4　木

5　金

6　土
7　日
8　月
9　火
10　水
11　木
12　金
13　土
14　日
15　月
16　火
17　水
18　木
19　金
20　土

21　日

22　月
23　火
24　水
25　木
26　金
27　土
28　日
29　月

30　火

保健：保健センター　公民：公民館
B&G：B&G海洋センター　御児：御宿児童館

●町県民税第２期納期限
●国民健康保険税第２期納期限
●介護保険料第２期納期限
●後期高齢者医療保険料第２期納期限

●固定資産税第３期納期限
●国民健康保険税第３期納期限
●介護保険料第３期納期限
●後期高齢者医療保険料第３期納期限

●敬老会
●健康運動教室　14：00～15：00　B&G
★全日本ライフセービング選手権大会 東日本予選会（～9/14)
●定住化促進ツアー

★おんじゅく伊勢えび祭り　ビッグイベント
●町民清掃
●サンデーオープン　9：00～12：00
●タブレット教室  　13：30～　公民

●総合防災訓練

●乳児相談　13：30～15：00　保健

●つくしくらぶ　13：30～15：30　保健

●健康運動教室　14：00～15：00　B&G

●子育て相談　   10：00～11：30　御児
●健康運動教室　14：00～15：00　B&G

★全日本学生ライフセービング選手権大会（～9/28)

●健康相談　13：30～15：00　公民
●健康運動教室　14：00～15：00　B&G
●小中学校登校時避難訓練

◎
曠
野
＝
ひ
ろ
び
ろ
と
し
た
野
原

捨す

て
ら
れ
ぬ
色い
ろ

の
さ
め
た
る
夏な
つ

の
れ
ん	

澤
崎
　
幸
子

夏な
つ
さ
か盛
り
火か
え
ん焔
曠こ
う
や野
に
居い

る
心こ
こ
ち地	

　
　
　
桜
谷
　
敬
蔵

籐と
う

椅い

す子
の
二に

脚
き
ゃ
く

憮ぶ
ぜ
ん然

と
客
き
ゃ
くを

待ま

つ	

　
佐
野
志
保
子

地じ
ご
く
え

獄
絵
の
鬼お
に

の
形
ぎ
ょ
う
そ
う相
夏な
つ
ふ
か深
し
　
　
　
　
佐
藤
き
よ
み

絵え
あ
そ遊
び
に
戯
た
わ
む
る
吾わ

こ子
や
梅つ

ゆ雨
出で
み
ず水

　
　	

本
吉
　
　
愛

添そ

ひ
寝ね

す
る
子こ

ら
の
未み
ら
い来
を
祈い
の

る
夏な
つ	

　
本
吉
美
絵
子

海う
み

風か
ぜ

の
よ
く
通と
お

る
寺て
ら

夏な
つ

座ざ

敷し
き	

　
大
曽
根
利
枝



12

発　行：御宿町  平成 26年 8月 25日（月）／発行責任者：御宿町長  石田　義葊／編集：企画財政課／電話：0470－ 68－ 2511（代）
住　所：〒 299－5192  千葉県夷隅郡御宿町須賀 1522／ホームページ：http://www.town.onjuku.chiba.jp/

★夢中人　募集★
　御宿町出身であり、千葉県近隣で店舗を構え、活躍しているご家族やご友人がいましたらご紹介ください！
　どのような職種でもかまいません。　　　　　　　　御宿町役場　企画財政課　☎ 0470 － 68 － 2512

御宿の心を持ちつつ、自身の夢を追い求め、
人と人との繋がりに感謝しながらそれぞれの道
に精進し、夢を追いかけている“夢中人”を紹
介していきます。

【今回の夢中人　阿出川さんのお店】
　ＴＥＤ　ＳＵＲＦ
　千葉県大網白里市南今泉４８８１-20　
　☎０４５７－７７－５２５５

【経歴】 いすみ市や大網白里市にあるサーフショップ・サーフィンスクールを
夫と共に運営。大網白里市にある店は、空き家だった古民家を自分達の手で
一からリニューアル。サーフィンはもちろんのこと、風を使うカイトサーフィ
ンや世界中で人気のスタンドアップパドルとオーシャンスポーツを広く取り
扱っている。

ＴＥＤ　ＳＵＲＦ
阿
あ で が わ

出川　千春さん
　　（旧姓　佐藤）

オーシャン
ビュウ白里
ダイヤモンド
マンション

白里海岸入口

九十
九里
有料
道路

九十
九里
ビー
チラ
イン

白里

83

30
TED SURF

むちゅうじん

頭で考えているよりは、
どんどん行動して。

★自慢の海辺で家族との時間を
　青い海、白い砂浜。御宿はロケーションがとてもいい。お客さ
んの中にも御宿に行きたい、住みたいという人は多いです。また、
子どもが裸足で歩けるほどきれいな海岸は貴重です。そんな海は
観光地としてももちろん素敵ですが、御宿に住んでいる家族のコ
ミュニケーションの場としてもぜひ使ってほしい。地元の人が海で
遊んだり、散歩したりという光景が少ないのはもったいないと思い
ます。

★子どもたちへのメッセージ
　皆さんの可能性は無限にあります。
　「なぜ」「どうやって」とてもシンプルな疑問をとことん調べて、
経験して・・・そしてそこで生まれた「ドキドキする気持ち」を
大切にしてください。そして、「自分もあんな風になりたい」と思っ
たら全力で楽しんでやればいいと思います。誰かと一緒じゃな
きゃいけない、なんて事はひとつもありません。自分ができるこ
と、やってみたいことをひとつひとつ丁寧に積み重ねていくんで
す。それをずっと続けていれば、いつか「これだ」という何かに
繋ります。無駄な事はひとつもありません。結果叶わなかったと
しても、それに向けてやってきた努力は確実に糧となり、自分を
ひと回りもふた回りも成長させてくれると思っています。
　大人が夢の素晴らしさを伝え、夢を追いかける真剣な姿を示
してあげることが、子どもたちのもっと大きな夢へと繋がると思っ
ています。私もそういう気持ちでこれからも沢山の事に挑戦して
いきます。


